
寺尾藤岡線（山名工区）寺尾藤岡線（現道）

藤岡 ＩＣ

２．事業概要と進捗状況

１．事業の目的

事業経緯 進捗状況

事業概要

年 度 主 な 経 緯

Ｈ２３ 事業着手

Ｈ２４ 用地買収着手

Ｈ２５ 橋梁工事（鏑川橋梁）着手

Ｈ２８ 本線改良工事着手

全体計画
前年度までの
進捗状況
(進捗率)

事 業 費 ７，０００百万円
６，５００百万円

(９２．８％)

用地買収 ５９，０６９ｍ2
５１，９４８ｍ2

(８７．９％)

計画延長 ２，４００ｍ
０ｍ

(０．０％)

事 業 場 所 高崎市根小屋町～藤岡市篠塚

区 分 事業当初（Ｈ２２） 今回

全 体 事 業 費 ６，１００百万円 ７，０００百万円

全体事業費増減の理由 －
• 機能補償工事の追加に伴う増額

• 埋蔵文化財発掘調査の追加に伴う増額

事 業 期 間 Ｈ２３～Ｒ２ Ｈ２３～R６

事 業 内 容
道路延長 ２，４００ｍ
道路幅員 １４．５ｍ

道路延長 ２，４００ｍ
道路幅員 １４．５ｍ

• 県道寺尾藤岡線は、高崎市と藤岡市の都市間
を結ぶ主要幹線道路であるとともに、沿線住民
の通勤通学にも利用されるなど、重要な役割を
担っている路線である。

• 朝夕をピークとした現道部の慢性的な渋滞（渋
滞長５１０ｍ（令和元年））をバイパス整備により
解消することで、都市間連携の強化、物流の効
率化を図ることを目的として事業実施するもの
である。

着工年度

評価理由

平成２３年度

１０年継続
第８号議案

社会資本整備総合交付金事業（道路改築）

主要地方道 寺尾藤岡線 （山名工区）

高崎市～藤岡市

てらお ふじおか やまな

ね ご や まち しのづか

渋滞状況
（現道：鏑川橋付近）

自転車通行状況
（現道：山名町交差点付近）

様式６－１

たかさき し ふじおか し

山名町南

山名工区
延長2.4km

上落合

根小屋町

藤岡市役所

至 高崎市役所

小・中学校
幼稚園

たかさき し ふじ おか し

鏑川
橋梁山名町

鏑川橋

事業箇所

山名町北



２．事業概要と進捗状況（図面・写真等）

事業箇所

増額理由

増額理由

〇本線流末排水工の追加：
• 当初、本線の道路排水を近傍
の雨水排水路(高崎市管理)に
接続する計画であったが、住
民説明会において、接続予定
先の雨水排水路で頻繁に溢水
しているとの指摘があった。

• このため、高崎市を含めて排
水計画を見直した結果、接続
先を容量に余裕のある別系統
の雨水排水路に接続する必要
が生じたため、流末排水工の
追加による費用が＋１．５億
円増額となった。

増額理由
〇橋梁関連工事の追加：
• 新規の橋梁架設及びバイパス設置に伴い
、当初は河川管理用道路とバイパスを平面
交差とする計画であったが、河川管理者と
協議の結果、河川管理用道路の連続性を
確保するため管理用道路部に係るボックス
カルバート工２基に要する費用が＋２．０億
円増額となった。

〇機能補償道路（副道）の追加：
• 現地を詳細に測量した結果、現道とバイパスが分岐
する箇所で、本線と民地の高低差が想定以上に大き
く、民地から本線へ円滑な車両の出入りが困難であ
ることが判明した。

• 住民説明会で地域住民のニーズを聞きつつ道路構造
の再検討を行った結果、副道を設置して本線への円
滑なアプローチを確保する計画としたため、副道設置
工に要する費用が＋４．０億円増額となった。

ボックスカルバート（鏑川右岸）

増額理由

〇埋蔵文化財発掘調査の追加：
• 現地試掘調査の結果により、埋蔵文化財
発掘調査を実施する必要が生じたため、
調査に要する費用が＋１．５億円増額と
なった。

標準横断図：機能補償道路（副道）の設置範囲

埋蔵文化財発掘調査

高低差

副道を追加 バイパス本線

家屋等



３．事業の目的・必要性に変化はあるのか？

４．目的を達成するための事業（手段）は適切か？

費用便益分析

計 画 時 今 回 再 評 価 時 備 考 便 益 説 明

算出根拠マ ニュア ル

費用便益分析マニュアル

国土交通省

道路局、都市・地域整備局

平成２０年１１月

費用便益分析マニュアル

国土交通省

道路局、都市局

平成３０年２月

基 準 年 平成２２年 令和２年

区 分 項 目 現在 価値 構 成 比 現 在 価 値 構 成 比

費 用

(千円 )
工 事 費 4,486,000 97.4% 7,416,000 98.1% 事業費の増加

維 持 管 理 費 120,000 2.6% 145,000 1.9%

費 用 合 計 ( C ) 4,606,000 7,561,000

便 益

(千円 )

走行時間短縮
便 益

9,313,000 79.3% 11,354,000 86.2%

評価対象期間及び原単位の見直
し

交通事故減少
便 益

827,000 7.0% 570,000 4.3%

走行経費減少
便 益

1,612,000 13.7% 1,245,000 9.5%

便 益 合 計 ( B ) 11,752,000 13,169,000

費用対効果分析(B/C) ２．５５ １．７４

• 平成２２年に実施した渋滞長調査では、上落合交差点（東方向）で渋滞長Ｌ＝４９０ｍ、 同
交差点（北方向）で渋滞長Ｌ＝６００ｍであった。令和元年に実施した渋滞長調査では、上
落合交差点（東方向）で渋滞長Ｌ＝５１０ｍ、山名町南交差点（北方向）で渋滞長 Ｌ＝２５０
ｍを確認しており、 朝夕をピークに発生する交通渋滞は依然として解消していない。慢性
的な渋滞及び混雑の解消に向けて、バイパス整備により現道からの交通流の転換を図る
本事業の必要性に、変化はない。

• 沿線で新規工業団地の造成工事が進捗しており、令和２年度に分譲開始を予定している
ことから、大型車を含む交通量の更なる増加が見込まれる。このため、本区間の事業実施
の必要性はより高まっている。

• 事業化前の段階から将来交通量の見直しを行い、平成２３年度に車線数を４車線から２車
線へ変更する都市計画の決定（変更）を行った。また、本区間は、住宅地等が密集する地
域を回避するルートを選定しているため、地域への影響が最も少なく、目的を達成するた
めの手段として適切である。

• 令和２年度には、鏑川に架かる橋梁を含む一部区間の供用開始を予定しており、現道か
らバイパスへ早期に交通流を転換することで、事業効果の早期発現を図る計画としている。

現道区間（２車線）
（慢性的な渋滞発生）

現道区間（２車線）
（幅員が狭く歩道が無い危険な状況）

現道区間（２車線）
（幅員が狭く大型車規制区間がある）



【 元々が長期計画 不測の事態により長期化 】

• 本事業は、地権者が１７０名以上と多く、地元調整に長期間を要するため、元々が長期計画と
なっている。平成２４年度から用地買収に着手しているが、家屋等の移転先確保や農地等の
代替地確保の折り合いが付かず用地交渉が難航している地権者がおり、事業がさらに長期
化している。引き続き任意の用地交渉を行うが、事業の完成に向け併行して土地収用法に基
づく事業認定申請手続きを進めることで、事業完了に向けた計画的な用地取得を実施する予
定である。

• 以上の影響により、全体的な工程が長期化していることから、事業完了は、当初計画の令和
２年度から令和６年度となる見込みである。

５．事業が長期間要している理由は？

６．事業の対応方針は？

事業継続 ・ 事業中止

変更なし ・ 事業計画の変更 ・ スケジュールの変更

• 県道寺尾藤岡線は、高崎市と藤岡市の都市間を結ぶ幹線道路であるとともに、沿線住民の
通勤通学にも利用されるなど、重要な役割を担っている路線である。

• しかしながら、朝夕をピークに発生する交通渋滞が依然として解消されていない状況が続い
ている。

• 本区間の整備により、現道からバイパスへ交通流を転換させることで、慢性的な渋滞の解消
を図ることができる。また、バイパスの沿線で新規工業団地の造成工事が進んでおり、令和２
年度に分譲開始を予定していることから、大型車を含む交通量の更なる増加が見込まれるた
め、本区間の事業実施の必要性がより高まっている。

• 事業期間が長期化する要因の一部となっている、用地交渉が難航している地権者について
は、引き続き行う任意の交渉と併行して土地収用法に基づく事業認定申請手続きを進めるこ
とで、令和６年度の事業完了に向けた計画的な用地取得を実施する予定である。

• 以上のことから本事業の必要性、重要性は高く、早期に事業効果の発現を図ることが適切で
あるため、事業継続が妥当である。

７．市町村意見

市町村 再評価における意見

高崎市

• 本路線は高崎市・藤岡市の都市間を結ぶ主要幹線道路であり、バイパス整備によ
り渋滞解消や都市間連携の強化、物流の効率化等が期待できる。

• 現道は幅員も狭く歩道が設置されていない危険な状況であり、地域交通安全の観
点からも事業の早期整備をお願いしたい。

藤岡市

• 本路線は、高崎市と藤岡市を連絡する主要な幹線道路であり、両市の文化・経済
交流など市民生活に欠くことのできない極めて重要な路線である。しかしながら、
現道は幅員が狭小であり歩道設置区間も少なく、一部では大型車両の通行規制
区間もあり、交通安全対策や渋滞解消が大きな課題となっている。

• 平成23年度に事業決定をいただき、令和2年度には橋梁を含む一部区間の供用開
始が予定されており、今後とも早期の事業完了に向け、事業継続を要望する。



１．計画の概要及び事業費の変更

２．当初計画ならびに全体事業費を変更する理由
（１）本工事費 ［＋６．０億円］
①橋梁関連工事の追加 +２.０億円
• 新規の橋梁架設及びバイパス設置に伴い、当初は河川管理用道路とバイパスを平面交差とす
る計画であったが、河川管理者と協議の結果、横断時の通行の安全確保及び河川管理用道
路の連続性を確保するために立体交差とすることとなり、ボックスカルバート工２基の設置及び道
路の付替工が増額となった。（ボックスカルバート工 無し→２基：＋２.０億円）

②本線流末排水工の追加 +１.５億円
• 当初、本線の道路排水を近傍の雨水排水路(高崎市管理)に接続する計画であったが、住民
説明会において、接続予定先の雨水排水路で頻繁に溢水しているとの指摘があった。高崎市を
含めて、排水計画を見直した結果、接続先を容量に余裕のある別系統の雨水排水路に接続す
る必要が生じたため、流末排水工の追加により増額となった。
（流沫排水延長 ０ｍ→７２０ｍ：＋１.５億円）

③機能補償道路の追加 +２.５億円
• 現地を詳細に測量した結果、現道とバイパスが分岐する箇所で、本線と民地の高低差が想定以
上に大きく、民地から本線へ円滑な車両の出入りが困難であることが判明した。住民説明会で地
域住民のニーズを聞きつつ道路構造の再検討を行った結果、副道を設置して本線への円滑なア
プローチを確保する計画とし、副道設置工に要する費用が増額となった。
（副道延長 ０ｍ→４８０ｍ： ＋２.５億円）

（２）用地補償費 ［＋１.５億円］
• 機能補償道路に係る補償物件が追加となったことで、用地費及び移転補償費が増額となった。

（補償物件の増加 １５件→１８件：＋１.５億円）
（３）埋蔵文化財発掘調査費 ［＋１.５億円］

• 本区間の現地試掘調査の結果、既存資料では把握されていなかった「山名赤沼遺跡」「木部
下久保田遺跡」等の存在が判明し、本調査を行う必要が生じたため、埋蔵文化財発掘調査に
要する費用が増額となった。
（調査面積の増加 無し→18,800m2：＋１.５億円）

費 目 当初計画 変更計画 増減額 主な理由

本工事費 ４４．０ ５０.０ ＋６.０
橋梁関連工事の追加に伴う増額
本線流末排水工の追加に伴う増額
機能補償道路の追加に伴う増額

用地補償費 １６.０ １７.５ ＋１.５ 住居等移転補償費等の増額

測量試験費 １.０ ２.５ ＋１.５ 埋蔵文化財発掘調査面積の追加に伴う増額

合 計 ６１.０ ７０.０ ＋９.０

Ｒ２公共事業再評価
主要地方道寺尾藤岡線（山名工区）

【単位：億円】

３．計画変更の妥当性
①機能補償道路の追加
• 現道とバイパスの分岐部で本線と民地の高低差が大きい箇所について、地域のニーズも踏まえた上で、個
別の民地へ乗り入れるための傾斜路の整備や、本線縦断計画の変更等の複数の工法も比較検討した
結果、経済性や安全性に最も優れる副道形式を採用した。

４．事業費の縮減に向けた取り組み
①防草対策工法の見直し
• 歩道外側の法面の防草対策について、当初計画のコンクリートブロックから法面保護マットに変更すること
で、事業費を削減した。（▲０.５億円）

（▲０.５億円のコスト縮減）

（写真：ボックスカルバート_鏑川右岸）

（写真：埋蔵文化財発掘調査）（横断図：機能補償道路(副道)の設置範囲）

事業費の構成比較

高低差

副道を追加 バイパス本線

家屋等


